




















 指昭博先生は 1995 年に神戸市外国語大学に着任されて以来、25 年にわた
って教育、研究、大学運営において多大な貢献をしてくださった。 
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何であったのかという点に研究者の眼差しが向けられることはあまりない。
残された史料の制約もあり、ふつうの人びとがどのように暮らし、何を考え
ていたのか、何に喜びを見出し、やるせなさを感じていたのかを知るのはこ
とのほか難しいという事情ももちろん大きく影響しているのはいうまでもな
い。しかしながら、指先生の眼差しはそうしたふつうの人びとの暮らしや思
いにも向けられている。図像や建築物など、文書以外を検証対象として扱う
見事な手腕には毎回感嘆させられるが、そこには持ち前のセンスだけではな
く、それぞれを透徹した目で見つめてポイントを読み解く豊富な知識がある。
たとえば教会という空間に身を置いた当時の人たちがどんな感覚を覚えたの
だろうか。身の毛もよだつような図像を目にした人が何を感じたのだろう、
描き手は何を伝えたかったのだろう。 
ご業績一覧には、プロの歴史家ならではの、物語としての歴史の迫力や面
白さを誰もが体感できる作品（研究業績）が並んでいる。 
穏やかな語りには、お人柄がにじむ。英雄ではなく敗者とされた人たち、
あるいは名前も残っていないふつうの人の諦念やため息が、まるですぐそこ
から聞こえてくるような筆致がとても魅力的だ。そして、あきらめだけでは
ない人びとのしたたかさや逞しさも見つめる視線は、もしかしたら日々の大
学運営にも生かされていたのかもしれない。 
 500 年近く前のイギリスという私たちから遠い世界を見つめ、イギリス社
会の中にいる人たちが当たり前と思って見過ごしてしまうようなことをあら
ためて問いなおし、その時代ならではの事象を拾い上げて、それが実は人間
社会の普遍的なものであることを提示する。これこそ、イギリス人にはでき
ないイギリス史だろう。そして、日本において「外国学」をすることの意義
はまさしくそこにある。 
文字通り外大の看板として活躍してこられた指先生が定年までまだ少し
残して退任されるのはとても残念なだけでなく、なんとも心細いことこの上
ない。とはいえ、これから新しい研究に取り組むために力を残してのご退任、
まさしく新しい出発である。これから積み重ねていかれる新しい研究成果を
拝見するのを心から楽しみにしている。 
指先生、外大での教育、研究、そして運営業務に多大なるご尽力ありがと
うございました。心よりの感謝を申し上げたいと存じます。 
通常、送る言葉は、こうしてこれまでの感謝で締めくくるものだろうと思
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う。けれども、指先生にはこれまでの研究活動をさらに発展させて、研究者
として私たちをこれからもけん引してほしいという、厚かましくも切なるお
願いを最後にさせていただく不躾をお許しいただきたい。最後までお願いば
かりで申し訳ないと思いつつ、それでもやはり、これからもどうぞよろしく
お願いいたします。 
指 昭博先生の新しい出発に寄せて

